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航空交通管制部

…

空港事務所等

性能評価センター

航空保安業務は、安全で秩序正しく、かつ、効率的な航空機の運航を確保するための業務であり
国土交通省航空局の航空保安職員が中心となって以下の業務に従事し、航空の最前線で日々、安全の確保に努めています。

航空保安業務の概要

管制業務 （航空管制官）

航空路における管制業務

○航空路を飛行する航空
機の飛行経路、高度等
の承認及び指示

空港周辺における管制業務

○空港に離着陸する航空
機へ離着陸の順序、飛
行経路、高度等を指示

○航空機の安全運航に必要な情報の収集・管理・分析及び提供

〇飛行計画の審査、発着調整

〇航空機の運航監視、捜索救難調整

○飛行場運用

〇航空情報の発行及び管理

運航情報業務
（航空管制運航情報官／航空情報管理管制運航情報官／航空交通管理管制運航情報官）

○夜間及び悪天候時に必要

な航空灯火等の整備

○上記灯火等の運転監視及

び保守・点検

航空灯火・電気技術業務
（航空灯火・電気技術官）

○洋上を航行する航空

機に管制通報の伝達

及び運航に必要な情

報の提供

管制通信業務 （航空管制通信官）

○飛行検査機による；
－ 航空保安無線施設・管制施設
－ 航空灯火
－ 計器飛行方式
の機能検査及び
安全性評価の実施

飛行検査業務 （飛行検査官）

○予備電源設備（非常用発電
設備、無停電電源設備等）
の開発・整備及び評価・改善

○上記施設の運転監視及び

保守

交通管制機械業務
（施設運用管理官／技術管理施設運用管理官）

○航空機の安全で効率的な運航を確保する航空保安

無線施設等（通信・航法・監視（ＣＮＳ）システム）の

開発・整備及び評価・改善

○上記施設の運転監視及び保守

管制技術業務
（航空管制技術官／技術管理航空管制技術官／性能評価航空管制技術官）

○地上施設と衛星を組み合わ

せた航空管制ネットワークの

性能評価
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「航空灯火」の概要

航空灯⽕とは、灯光により航空機の航⾏を援助するための施設であり、次の３種類
（１）航空灯台・・・夜間⼜は計器気象状態下における航空機の航⾏を援助するための施設
（２）⾶⾏場灯⽕・・・離陸⼜は着陸する航空機に対し、滑⾛路の形状及び進⼊⾓度等の情報を援助するための施設
（３）航空障害灯・・・航⾏する航空機に対し、障害となる⾼層のビルや鉄塔等の存在を認識させるための施設

8
8

5
5

3
3

1
1

進⼊路指⽰灯〔AGL〕
Approach guidance lights

進⼊灯台〔ALB〕
Approach light beacon

過⾛帯灯〔ORL〕
Overrun area edge lights

連鎖式閃光灯〔SFL〕
Sequenced flashing lights

誘導路灯〔TEDL〕
Taxiway edge lights

⾶⾏場灯台〔ABN〕
Aerodrome beacon

中間待機位置灯〔IHPL〕
Intermediate holding position lights

停⽌線灯〔STBL〕
Stop bar lights

滑⾛路警戒灯〔RGL〕
Runway guard lights

進⼊灯〔ALS〕
Approach lighting system

航空障害灯〔OBL〕
Obstacle lights

⾵向灯〔WDIL〕
Wind direction indicator lights

滑⾛路灯〔REDL〕
Runway edge lights

滑⾛路中⼼線灯〔RCLL〕
Runway center line lights

接地帯灯〔RTZL〕
Runway touchdown zone lights

進⼊⾓指⽰灯〔PAPI〕
Precision approach path indicator

電源局舎
Power station

（※）エプロン照明灯〔FLO〕
Apron flood lighting

駐機位置指⽰灯〔VDGS〕
Visual docking guidance system 滑⾛路距離灯〔RDML〕

Runway distance marker lights

滑⾛路末端灯〔RTHL〕
Runway threshold lights

滑⾛路末端補助灯〔WBAR〕
Wing bar lights

航空機接近警告灯〔REL〕
Runway entrance lights

離陸待機警告灯〔THL〕
Take-off hold lights

誘導案内灯〔TXGS〕
Taxiing guidance signs

（※）航空灯⽕以外の灯⽕

旋回灯〔CGL〕
Circling guidance lights

誘導路中⼼線灯〔TCLL〕
Taxiway center line lights

滑⾛路末端識別灯〔RWYTIL〕
Runway threshold identification lights

国際民間航空条約の付属書で標準方式が定め
られており、この条約に準拠して、我が国の
法律（航空法）で基準が定められている。

国内の空港はもちろんのこと、世界中の空港
の航空灯火は同じ基準で統一されている。
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灯火の日常点検

○運用調整、灯火点消灯・
機器停復電操作

○日常点検、現場保守・点
検作業監督

○障害時の復旧対応・連
絡調整・航空情報発出依
頼

運用管理業務

管制塔灯火運用卓点検

【航空灯火業務】（東京・那覇等、国が航空灯火を管理する空港に限る）

■航空灯火の設置・運用・管理に関する業務

【電気技術業務】

■航空保安用電気施設の設置・運用・管理に関する業務

航空灯火

パイロットへ視覚情報の提供

保守管理業務

○定期保守・精密点検の計画調整・実施
○設備修繕工事の企画調整・実施
○交換部品・消耗品調達・管理

灯火の交換作業

灯火の修繕作業

電気施設管制塔・庁舎等への安定的な電力供給

電気施設の日常点検

技術管理業務

○運用・点検データの収集整理・技術解析・寿命予
測・更新計画

○保守点検・修繕工事・整備工事の技術審査
○土木整備事業等との調整

航空灯火の配光測定 電気施設の劣化診断

航空灯火・電気技術業務の概要（航空灯火・電気技術官）

埋込型灯器

地上型灯器
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航空灯火電気施設ブロック管理（集約管理）

新千歳
（札幌分室を含む）

仙台
新潟

性能評価
センター

中部

高知

松山福岡

北九州

大分

宮崎

鹿児島

長崎

那覇

丘珠
稚内
函館
釧路
旭川
帯広
女満別
中標津
紋別

東京

大阪

北海道ブロック

東日本ブロック

西日本ブロック

九州ブロック

沖縄ブロック

航空灯火電気施設については、全国を５つのブロック（北海道、東日本、西日本、九州

及び沖縄）に分け、ブロック管理官署と巡回管理官署、被管理官署及び巡回官署を専用

の通信回線で結び、遠隔での運用管理を行っています。

ブロック管理官署において、航空灯火電気施設の常時監視を行い、障害発生時の速や

かな情報収集を可能とし、復旧時間の短縮が図られています。

奄美
徳之島
種子島

成田

東京

東京

広島
高松
岩国
八尾
美保
徳島
神戸
鳥取
出雲

南紀白浜
岡山
石見

開発評価危機
管理センター

小松
富山
能登

大阪

関西

神戸

福岡

凡 例

空港事務所（ブロック管理官署）

空港事務所（巡回管理官署）

空港事務所（被管理官署）

航空交通管制部（被管理官署）

性能評価センター（被管理官署）

空港出張所等（巡回官署）

通信回線で接続し監視

巡回業務

松本
大島
八丈島
静岡
百里

熊本
佐賀
対馬
福江
壱岐

山口宇部

宮古
下地島
久米島
石垣
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ブロック管理官署：

遠隔監視システムが設置され管轄する
他官署の航空灯火電気施設の遠隔監
視などを行う官署

巡回管理官署：

巡回官署の航空灯火電気施設の巡回
保守などを行う官署

被 管 理 官 署 ：

ブロック管理官署から遠隔監視などをさ
れる航空灯火電気施設を有し、かつ、航
空灯火・電気技術官が配置される官署

巡 回 官 署 ：

ブロック管理官署から遠隔監視などをさ
れる航空灯火電気施設を有するが、航
空灯火・電気技術官が配置されていな
い官署

三沢
青森
花巻
庄内
山形
福島
秋田

大館能代



・運用監視
・航空灯火施設点検に係る滑走路及び誘導路並びに航空灯火に関する
運用調整

・航空障害灯等の台帳管理
・電気施設の点検範囲などに係る関係者調整
・障害発生時の航空情報発行手続き
・障害発生時の初期対応・指示
・連絡調整・復旧作業監督
・航空灯火及び電気施設の点検業務の主任現場監督・保守点検、工事
等発注審査、技術審査

・航空障害標灯設置管理者との連絡。管理指導、航空情報発行手続き
・運用・点検データーの良否判定
・管理官署の巡回点検
・保守･点検･修繕の契約事務
・現地作業の現場操作
・修繕計画等の作成・予算要求資料作成取りまとめ
・施工管理・安全管理・施工工程の検討

ブロック管理官署（新千歳、東京、大阪、福岡、那覇空港事務所）での航空灯火・電気技術官の業務内容をイメージし
たものです。配属される官署によって携わる業務、人数等に違いがありますが、航空灯火・電気技術官は直属の上司で
ある主幹航空灯火・電気技術官のサポートに加え、部下職員の先任航空灯火・電気技術官付への助言、指導を行う他、
管制官をはじめとする他職種との運用、工事調整等が主たる業務であり、安定的な空港運用の実現、施設運用の安全
性の確保等、重要な業務に携わる中心的な役割を果たしています。

航空灯火・電気技術官の業務内容（空港事務所）

点検等に係る
運用調整

（作業範囲・時間等）
航空灯火・
電気技術官 運航情報官

管制官 運航者

点検に関
する情報

点検作業者

作業指示
・監督

安定した空港運用
航空灯火の安全性確保
航空機運航の安全確保

航空灯火等
を常時監視

・運用監視（運用責任者）
・航空灯火施設点検に係る滑走
路及び誘導路並びに航空灯火
に関する運用調整

・国有財産・物品の管理、協定等
の締結

・新規採用者・転入者への研修・
OJT

・管轄する各管理官署間との調整

主幹航空灯火・電気技術官

・運用監視
・保守点検の運用操作・作業指示・
連絡調整

・航空灯火・電源設備などの巡回点
検業務

・保守点検、修繕工事の現場監督
・航空灯火及び電気施設の点検業
務の監督

・保守点検、工事等発注、現場監
督

・予算要求資料作成

先任航空灯火・電気技術官付

先任航空灯火・電気技術官（管理職・責任者）

※新千歳、大阪、福岡空港の航空灯火は空港運営会社の管理の
ため、航空灯火の運用調整・点検等の業務はありません。
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組織の概要

東京航空局： 新千歳、東京、成田、新潟、仙台
大阪航空局： 中部、大阪、関西、松山、高知、福岡、北九州

大分、長崎、宮崎、鹿児島、那覇

国土交通省

（東京、神戸、福岡）

（東京、大阪）

航空局

航空保安大学校

航空交通管制部

空港事務所

航空ネットワーク部

安全部

交通管制部

航空灯火・電気技術室

管制課

運用課

管制技術課

地方航空局 総務部

空港部

保安部 航空灯火・電気技術課

運用課

管制課

管制技術課

技術保安企画調整課

（本校、岩沼）

航空灯火・電気技術官は、概要図の着色した
官署・部署に配置しています。

・航空局の交通管制部、安全部
・東京・神戸・福岡航空交通管制部
・東京・大阪航空局の保安部、空港部
・東京他１６の空港事務所
・航空保安大学校（本校、岩沼研修センター）

（教官職）

交通管制安全監督課

技術管理センター

性能評価センター

空港企画調整課

航空交通国際業務室交通管制企画課

航空交通管制安全室

航空保安対策室

航空安全推進室

安全政策課
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航空灯火・電気技術官の配置官署

○航空局（本省） （ １）
◇地方航空局 （ ２）
■空港事務所 （１７）
□航空交通管制部 （ ３）
●航空保安大学校 （ ２）
◆技術管理センター （ １）
☆性能評価センター （ １）

※カッコは、職員配置官署数を表す

■新千歳

■仙台
■新潟

☆性能評価センター

■中部

■高知

■松山
■北九州

■大分

■宮崎
鹿児島■

長崎■

令和７年４月現在

福岡□

福岡■

■那覇

■大阪

関西■

■成田

東京（羽田）■

東京□

大阪航空局管内官署

【航空灯火・電気技術官配置官署】

東京航空局管内官署
□神戸

●岩沼研修センター

本省・地方支分部局等

技術管理センター◆

◇東京航空局

○航空局

◇大阪航空局

●航空保安大学校
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採用者コメント（令和２年度社会人経験採用）

航空局で働く航空灯火・電気技術官

 航空灯火・電気技術官は全国の職場に約２２０名の職員が勤務しています。

 航空の最前線である現場では、航空灯火施設や管制施設（レーダー等）等に電源を供給する電気施設の運転
監視、点検作業の監督業務を行っています。

 地方航空局では施設の更新整備、増設される滑走路の整備の計画・予算編成・工事発注業務を行っています。

 本省航空局では必要な予算、要員の確保や法律、規則等の管理、政策の企画業務を行っています。

 男性職員・女性職員を問わず、妊娠、出産、育児、介護のために利用できる仕事と家庭の両立支援制度（育
児休業等）が活用されています。

世界の空を翔ける航空機は空港における主役です。夜間であってもその主
役を安全・安心に滑走路へ導く一端を担っているのが航空灯火です。航空灯
火・電気技術官は、その航空灯火に加え電気施設も運用管理している言わば
電気のエキスパート集団です。
現在私は、滑走路をはじめとする広大な空港内に設置されている多くの航

空灯火と電気施設を風雨や塩害、経年劣化等から不具合が生じることのない
よう、シフト勤務体制で、高卒などの新規採用者からベテランまでが一致団結
して運用管理業務に従事しております。
令和２年１０月に入省し、前職で得た電気系の国家資格や経験は、この職

場においても判断力として十分に活かせており、とてもやりがいを感じながら
働いています。
【社会人経験者：N空港勤務】

「裏方として空港の安心、安全を守る誇り」というところ
に感銘を受け、自分の培ってきた経験を活かせてやりが
いのある仕事が出来ると思い志望しました。

いざ業務に携わってみると航空局独自の考え方や設
備があり、戸惑うこともありますが、それもまた自分の知
識の幅を広げることが出来ています。日々空港の安心、
安全を守る誇りを胸に業務に励んでいるところで、頑張
ればその分しっかりと評価してもらえるので、モチベー
ションも上がります。少しでも興味を持たれたのであれば、
是非よりよい空港を作っていくための仲間になりましょう。

【社会人経験者：F空港勤務】

ずっと同じ職場、同じ職員と仕事をするよりも、転勤し、全国いろいろな場所で多くの人と接し、刺激しあえる方が新鮮な気持ちでいいなと思っ
たことが応募のきっかけの一つです。

令和２年１０月に採用されましたが、航空局での業務は用語や広い空港内の施設の場所等が覚えなくてはならないことが多く、上司をはじめ
他の職員のご理解があり、少しずつ教えていただきながら経験を重ね業務にあたっています。研修も充実しており、研修期間中、全国の電気
職員と出会え、相談できる仲間も増えました。経験者採用は、社会人での経験を活かし活躍する大きな可能性が広がっていると感じています。
ともにこの可能性を開拓する仲間が増えると良いなと思います。

【社会人経験者：T空港勤務】

※選考採用試験（社会人経験者・係長級）により採用された職員からの声を記載しています。
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採用年齢

 採用年齢の上限は、定年となる年度まで可能です

 定年年齢は、令和５年４月から２年に１歳ずつ段階的に引き上げられ、令和13年４月に65歳となります。

 採用年齢が概ね50歳以上の方については、原則、電気技術業務に携わっていただきます
なお、希望者については、当局が実施する研修を修了後、航空灯火業務を携わることも可能です。

６５歳６４歳６３歳６２歳定年年齢

職員の生年

令和
14

年度
(2032)

令和
13

年度
(2031)

令和
12

年度
(2030)

令和
11

年度
(2029)

令和
10

年度
(2028)

令和
９

年度
(2027)

令和
８

年度
(2026)

令和
７

年度
(2025)

62歳61歳

昭和39年度
1964.4.2生

～
1965.4.1生

63歳62歳61歳60歳

昭和40年度
1965.4.2生

～
1966.4.1生

64歳63歳62歳61歳60歳59歳

昭和41年度
1966.4.2生

～
1967.4.1生

65歳64歳63歳62歳61歳60歳59歳58歳

昭和42年度
1967.4.2生

～
1968.4.1生

※ は定年年度

段階的引上げ期間中の定年年度と対象職員

 管理監督職にある者については、60歳に達した日以降、
最初の４月１日まで間に管理監督職以外の官職に降任
となります。 (役職定年制）

 俸給月額は、職員が60歳に達した日後の最初の４月１日
以後、７割水準になります。 （給与法附則第８項）

 定年退職後、暫定再任用職員となった場合には、65歳に
達する年度末まで勤務することができます。
暫定再任用は、フルタイム勤務（週38時間45分）又は
短時間勤務（週15時間30分から31時間までの範囲内）の
いずれかの勤務を選択が可能です。
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採用後の配属先と必要な資格

 普通自動車免許（必須）

空港内において、航空灯火電気施設の保守管理業務
等を行うため、移動手段に普通自動車を使用します。

（一般道路の運転は原則として行いません）

採用面接の時点で不要ですが、採用時までに必ず取得
してください。

 電気主任技術者免状

電気主任技術者の専門分野は、電気に関する理論、

電力、機械、法規と多岐にわたっており、航空灯火・電気
技術業務を行うための基礎知識として必要です。
自学習により早期の取得につとめてください。
（年齢等の条件によって、研修制度も活用できます）

新規採用職員の配属先

新千歳空港事務所、東京空港事務所、大阪空港事務所、福岡空港事務所、那覇空港事務所

※採用後は、概ね３年ごとに全国の部署への異動があります。
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職員待遇

東京国際空港
写真提供：国土交通省関東地方整備局 港湾空港部

 給与及び諸手当（通勤手当等）
 給与及び諸手当は規定によります。

 〈モデル給与例〉
 53歳 高等専門学校卒業 職務経歴約33年間
 月額：416，400円（一例）、年収：約697万円（東京勤務の例）
 （月額：俸給＋地域手当の合計、年収：月額×12月＋期末・勤勉手当の合計）

• 宿 舎 希望により国側で宿舎を用意します。
 個人でアパート等に入居する場合は、規定に基づき住居手当が支給されます。

• 勤務時間 採用後は、シフト制勤務を予定しています。 （４週間で休日８回の交替制勤務）
 ●日勤 （０８：３０～１６：４５） → ●夜勤 （１６：００～翌日０９：００） → ●休日
 の繰り返し勤務となります。（３直４交替勤務）
 ※将来的には、平日０８：３０～１７：１５（原則）の勤務もあります。

• 休 暇 年２０日の年次休暇（４月１日採用の場合、採用の年は１５日。残日数は２０日を限度として
 翌年に繰越し）のほか、病気休暇、特別休暇（夏季、結婚、出産、忌引き、ボランティア等）、
 介護休暇等があります。
 その他、ワーク・ライフ・バランス
 （仕事と家庭生活の両立）支援制度
 として、育児休業制度等があります。

航空灯火のゆるキャラ 11



東京航空局の所在地及び連絡先

担当者：

東京航空局 保安部 航空灯火・電気技術課

課長補佐 藤井

〒１０２－００７４
東京都千代田区九段南１－１－１５

九段第二合同庁舎１４階
TEL：０３－６６９１－９３０９（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）
E-mail：tcab-saiyou.denki@ki.mlit.go.jp

最寄駅：
九段下駅（６番出口）下車 徒歩約５分
（東京メトロ東西線・半蔵門線、都営新宿線）

注意事項：
訪問時には、14階にセキュリティードアがあります

ので、扉横の内線電話から航空灯火・電気技術課(内線
7434)に連絡をして下さい。

ＥＶ

航空灯火・電気技術課

セキュリティードア１４階見取図

電気職(航空灯火・電気技術官）

• 本業務へのご質問がありましたら、以下までご連絡をお願いします。
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